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佐脇　貴幸 1)

１．はじめに

佐脇ほか（2021），佐脇（2021）では，蛍石という鉱物名

が名付けられた経緯について，江戸時代以前の各種資料，

明治時代の金石学・鉱物学の教科書，中国の鉱物学関係の

資料を調査した結果を記しました．それらを踏まえて，小

論では，さらなる追加文献調査から新たに判明したことに

関して記します．

２．木内石亭から小藤文次郎まで 　

第 1 表に，佐脇ほか（2021），佐脇（2021）の報告分に

加えて，追加調査で見出された文献の一覧を示します．今

回は，木
き（の）うち

内石
せきてい

亭の〈雲根誌〉（1779 年）から始まって，小
こ と う

藤

文
ぶん

次
じ ろ う

郎の〈金石學　一名鑛物學〉（1884 年）出版までの，約

100 年間に絞って情報を集めました．これは，木内石亭

に代表される岩石・鉱物・化石収集の趣味「弄
ろう

石
せき

」（斎藤， 

2020）から，和
わ だ

田維
つ な し ろ う

四郎による「金石学」を経て，小藤文次

郎による「鉱物学」という学問分野が確立するまでを，蛍石

を題材にして辿った，ということを意図しています．

佐脇（2021）以降，国立国会図書館デジタルコレクショ

ンでの公開情報が増えたのか，あるいはその検索能力が向

上したのか，はっきりした理由はわかりませんが，「螢石」，

「蛍石」をキーワードにして検索したところ，佐脇（2021）

の執筆時点では見つからなかった文献が，新たに多数見つ

かりました．特に，1880 年代に入ってからはその検索結

果数がかなり増えたため，例えばモースの硬度計の基準の

一つ（硬度 4）として書かれているだけのような，呼称・語

源に関して特段の新情報がないものは第 1 表には入れてい

ません．また，明治初期に出版された書籍類に関しては，

初版もしくはそれに準ずる最も古い再版のみを採り上げま

した．なお，江戸時代の文献については，新たなものは見

つけられませんでした．

さて，改めて第 1 表を見渡したとき，蛍石の呼び方に

は，以下のような傾向が見られます．すなわち，物産紹介

の文献では「蛍石」が前面に出ている（例えば通番 18，19，

27 など）ように思われますが，化学の教科書では「弗」から

蛍石の「履歴書」（その 2）

キーワード：蛍石，金石学，鉱物学，フッ素，和訳 1） 産総研 企画本部国際部（元地質調査総合センター）

始まる表記の訳語（例えば通番 11，23，25 など）が優先的

に示されており，さらに英和辞典では「石英」を入れた訳語

（例えば通番 16，20，53 など）が優先的に示されているよ

うに思えます．そのような違いがある理由としては，物産

紹介の文献には木内石亭の〈雲根誌〉ほか（通番 1 ～ 5）の影

響，化学の教科書には宇
う た

田川
がわ

榕
よう

庵
あん

の〈舎密開宗〉（通番 8）の

影響，英和辞典には本草学の影響が表れているのではない

かと推測されます．佐脇ほか（2021），佐脇（2021）では，

「蛍石」の存在は，江戸時代に〈雲根志〉を介して人口に膾

炙していった可能性を述べていますが，その一方で本草学

に関連した「紫石英」，「五色石英」といった呼び名も，世間

では根強く存在していたのでしょう．また，今回の検索で

初めて見つけたのが「鎔鑛」，「鎔石」などの表記です（通番

37，48）．これはまさに金属製錬時の融剤としての利用法

から訳されたものと考えられます．これらのような鉱物名

の和訳の苦労の末に，1880 年代半ばには，現在の鉱物名

の「蛍石」へと収束していったであろうことが，第 1 表から

読み取ることができます．

ところで，佐脇ほか（2021）で不思議に思っていた，

フッ素を意味する漢字としての「行がまえ」に「黄」という

漢字がどこに由来するかが，ようやくわかりました．い

ろいろとキーワードを変えて検索していく中で，株式会

社高純度化学研究所のブログ（https://www.kojundo.blog/

kanji/3227/；2024 年 1 月 17 日確認）が検索され，ここ

に「ロブシャイドの『英華字典』での造字によるものであっ

たが，体系的ではない漢字は，結局は廃れていってしまっ

た」という趣旨のことが記されていました．これを糸口に，

改めて国立国会図書デジタルコレクションで検索したとこ

ろ，増訂版の〈英華字典〉（羅布存徳・井上， 1883；通番 67）

の中に，“fluorine”に「行がまえ」に「黄（正しくは『黃』らし

い）」という漢字が充てられ，併せて“fluor spar”に「石名」

という訳が付けられているのを見つけました．もともとの

〈英華字典〉は，1866 ～ 1869 年に中国で出版されたとの

こと（陳・倉島，2006）なので，通番 16 の荒井（1872）が

「行がまえ」に「黄」という漢字を使ったのはまさにこの辞書

の影響を受けたのだと思われます．通番 20 の宮里（1874）

は，おそらく荒井（1872）を下敷きにして編集されていま
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第
1
表

　
「
蛍

石
」
の

記
載

：
木

内
石

亭
か

ら
小

藤
文

次
郎

ま
で

（
1
7
7
9
年

～
1
8
8
4
年

）

通
番

著
者

・
編

者
・
訳

者
書

名
・
文

献
題

名
出

版
時

期
同

左
（
西

暦
年

）
執

筆
時

期
蛍

石
の

表
記

燐
光

（
及

び
蛍

光
）
に

関
す

る
記

述
内

容
国

立
国

会
図

書
館

デ
ジ

タ
ル

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

(U
R

L
)

備
考

既
報

（
現

代
語

訳
1
）

伊
勢

国
治

田
山

に
蛍

砂
と

い
う

も
の

あ
り

．
色

薄
白

く
常

体
の

雑
砂

に
て

，
大

な
る

は
豆

粒
の

ご
と

く
，

小
な

る
は

胡
麻

の
ご

と
し

．
一

見
す

れ
ば

更
に

怪
異

な
る

も
の

に
あ

ら
ず

．
或

い
は

口
中

に
入

れ
試

む
る

に
，

味
も

な
く
香

気
も

な
し

．
但

火
中

に
投

ぐ
れ

ば
青

く
燃

え
て

飛
揚

す
．

そ
の

さ
ま

蛍
の

飛
ぶ

に
異

な
る

事
な

し
．

予
一

合
許

り
を

得
た

り
．

は
な

は
だ

奇
品

な
り

．
里

俗
蛍

砂
と

い
う

．

（
現

代
語

訳
2
）

伊
勢

国
治

田
山

［
は

っ
た

さ
ん

］
（
三

重
県

員
弁

郡
北

勢
町

治
田

）
に

「
蛍

砂
」
と

呼
ば

れ
る

も
の

が
あ

り
ま

す
．

う
す

白
い

色
で

豆
粒

ほ
ど

の
大

き
な

も
の

も
あ

れ
ば

，
ゴ

マ
位

の
小

さ
な

も
の

も
あ

り
，

一
見

し
た

だ
け

で
は

何
の

変
哲

も
な

い
砂

で
す

．
試

し
に

口
の

中
へ

入
れ

て
噛

ん
で

み
て

も
味

も
香

り
も

あ
り

ま
せ

ん
．

と
こ

ろ
が

火
の

中
へ

投
げ

入
れ

て
み

ま
す

と
青

く
燃

え
て

飛
び

散
り

ま
す

．
そ

の
様

子
は

ま
る

で
蛍

が
飛

び
交

う
か

の
如

き
風

景
で

も
あ

り
ま

す
．

私
も

一
合

ば
か

り
を

所
蔵

し
て

い
ま

す
．

ま
こ

と
に

自
慢

し
て

も
恥

ず
か

し
く
な

い
奇

妙
な

砂
と

言
っ

て
も

大
げ

さ
で

は
あ

り
ま

せ
ん

．
そ

の
地

方
の

呼
び

名
は

「
蛍

砂
」
と

言
う

こ
と

で
す

．

螢
砂

伊
勢

　
金

銀
銅

鑛
 治

田
山

ニ
ア

リ
　

螢
砂

 同
上

 火
中

ニ
投

ズ
レ

バ
螢

ノ
如

ク
飛

散

螢
石

備
中

　
螢

石
 窪

屋
郡

ミ
子

岩
之

淵
水

中
ニ

在
里

人
青

紫
石

云
形

紫
石

英
也

火
ニ

投
ス

レ
ハ

青
ク

モ
ユ

ル

螢
石

巻
一

　
伊

勢
国

 
　

螢
石

　
員

辨
郡

石
榑

［
い

し
ぐ

れ
］
南

村
の

山
に

あ
り

　
螢

砂
　

治
田

山
に

あ
り

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
8
8
/
1
9

螢
石

巻
一

　
陸

奥
国

 
　

螢
石

　
蝦

夷
内

浦
獄

に
あ

り
，

火
に

投
す

れ
バ

▲
く
飛

ぶ
，

伝
る

（
註

：
▲

は
読

み
取

れ
な

か
っ

た
文

字
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
8
8
/
6
3

螢
砂

（
？

）
巻

二
　

備
前

 
　

螢
砂

（
？

）
　

た
（
o
r 

友
？

）
賀

村
に

あ
り

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
5
3
/
3
3

螢
石

巻
二

　
備

中
 

　
螢

石
　

窪
屋

郡
三

子
岩

に
あ

リ
　

酒
津

［
さ

い
つ

］
村

，
又

黒
田

村
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
5
3
/
3
5

4
木

内
石

亭
諸

州
石

品
産

所
記

蛍
砂

伊
勢

 
　

蛍
砂

　
治

田
［
ハ

ツ
タ

］
山

 火
ニ

投
レ

ハ
蛍

火
ノ

如
ク

飛
散

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
3
7
0
4
9
/
1
0

〈
奇

石
産

誌
〉
の

別
名

か
（
後

閑
，

1
9
7
9
）
．

A

5
木

内
石

亭
石

筌
螢

砂
伊

勢
 

　
螢

砂
　

治
田

山
ニ

ア
リ

常
體

ノ
白

砂
ナ

リ
．

火
ニ

投
ス

レ
ハ

螢
火

ノ
如

ク
飛

フ
火

ノ
色

青
シ

．

所
収

：
 中

川
（
1
9
3
6
）
．

出
版

年
は

木
内

〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
に

よ
る

．
木

内
石

亭
8
0
歳

前
後

の
著

作
物

（
益

富
，

1
9
8
9
）
．

A

6
岡

林
清

達
・
水

谷
豊

文
物

品
識

名
文

化
6
年

1
8
0
9

「
紫

石
英

」
の

項
目

が
あ

る
の

み
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
5
7
5
3
5
/
1
/
8
8

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

A

7
水

谷
豊

文
物

品
識

名
拾

遺
文

政
8
年

1
8
2
5

ホ
タ

ル
イ

シ
ク

ダ
キ

火
ニ

投
ズ

レ
バ

光
リ

テ
飛

フ
モ

ノ
ナ

リ
 勢

州
石

槫
 備

中
黒

田
産

又
漢

産
紫

石
英

モ
火

ニ
投

ス
レ

ハ
光

リ
飛

フ
モ

ノ
ナ

リ
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
3
6
6
7
6
/
1
/
1
9

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

A

8
宇

田
川

榕
庵

舎
密

開
宗

　
三

 巻
八

天
保

8
年

～
弘

化
4
年

1
8
3
7
～

1
8
4
7

弗
耳

乙
酸

加
爾

基
［
フ

リ
ュ

ア
ス

，
カ

ル
キ

ス
　

フ
ル

ー
イ

シ
ュ

ー
レ

，
カ

ル
キ

］

漢
渡

ノ
紫

石
英

　
邦

産
ノ

螢
石

，
螢

砂
，

此
二

属
ス

徳
爾

別
悉

捏
［
ル

ベ
ー

シ
チ

］
及

他
地

ニ
産

ス
 弗

耳
乙

▼
把

多
［
フ

ル
ー

イ
ス

パ
ー

ト
］
ト

名
ク

（
註

：
こ

の
部

分
だ

け
，

▼
に

「
蘇

」
の

「
魚

」
と

「
禾

」
が

左
右

入
れ

替
わ

っ
た

字
を

当
て

て
い

る
）

◆
ケ

ハ
燐

光
ヲ

發
ス

（
註

：
◆

は
「
煅

」
に

似
て

い
る

が
「
火

へ
ん

」
に

「
暇

」
の

旁
部

か
ら

な
る

字
を

当
て

て
い

る
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
5
6
2
5
7
/
1
/
3
3

貴
石

（
宝

石
）
の

名
を

借
り

て
呼

ぶ
場

合
も

あ
っ

た
と

の
こ

と
．

例
：
 

亞
墨

知
斯

多
［
ア

メ
ジ

ス
ト

］
．

出
版

年
号

は
国

立
国

会
図

書
館

デ
ジ

タ
ル

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

の
書

誌
情

報
に

よ
る

．

A

9
畔

田
翠

山
（
畔

田
伴

存
）

熊
野

物
産

初
志

 五
巻

安
政

3
年

以
前

1
8
5
6
年

以
前

螢
砂

尾
呂

志
組

坂
本

山
中

ニ
生

ス
…

…
勢

州
産

ノ
螢

砂
ノ

如
シ

…
…

火
ニ

投
ス

レ
ハ

青
光

ア
リ

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
9
6
0
3
2
/
1
/
5
9

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

は
安

政
3

年
（
1
8
5
6
年

）
と

な
っ

て
い

る
が

，
写

本
の

た
め

正
確

な
出

版
年

は
不

明
．

磯
部

（
2
0
0
2
）
は

1
8
4
8
年

の
出

版
と

し
て

い
る

．
「
尾

呂
志

組
坂

本
」
は

現
在

の
三

重
県

南
牟

婁
郡

御
浜

町
．

B

1
0

岡
　

安
定

品
物

名
彙

安
政

6
年

1
8
5
9

ホ
タ

ル
イ

シ
　

舶
来

紫
石

英
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
3
6
8
8
7
/
1
/
2
0

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

B

1
1

ガ
ラ

ジ
ン

（
G

ir
al

d
in

, 
J
. 
P

. 
L
., 

著
）
・
桂

川
甫

策
・
石

橋
八

郎
（
譯

註
）

化
學

入
門

　
後

編
第

二
巻

慶
応

3
年

～
明

治
6
年

1
8
6
7
～

1
8
7
3

弗
耳

乙
斯

巴
多

［
フ

ル
ー

イ
ス

パ
ー

］
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
6
8
4
/
1
/
3
8

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

こ
の

「
化

學
入

門
」
シ

リ
ー

ズ
の

最
初

と
思

わ
れ

る
「
初

編
」

（
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
6
8
3
/
1
/
1
）
の

表
紙

に
は

，
「
慶

応
三

年
」
に

出
版

さ
れ

た
こ

と
が

書
か

れ
て

い
る

，

A

（
年

代
不

詳
）

（
年

代
不

詳
）

所
収

：
 中

川
 （

1
9
3
6
）
．

出
版

年
は

木
内

〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
に

よ
る

．
木

内
石

亭
8
0
歳

前
後

の
著

作
物

（
益

富
，

1
9
8
9
）
．

A

3
木

内
石

亭
諸

国
産

石
誌

（
全

2
巻

）
(年

代
不

詳
)

1
8
0
5
年

出
版

の
「
雲

根
志

」
巻

末
広

告
に

〈
諸

国
産

石
誌

〉
が

「
近

刻
」
と

い
う

広
告

が
あ

る
（
益

富
，

1
9
8
9
）
．

本
書

の
冒

頭
（
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
8
8
/
5
）
に

「
石

筌
」

の
表

題
有

り
．

〈
奇

石
産

誌
〉
の

別
名

か
（
後

閑
，

1
9
7
9
）
．

A

2
木

内
石

亭
奇

石
産

誌
寛

政
6
年

以
前

1
7
9
4
年

以
前

蛍
砂

［
ほ

た
る

す
な

］
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
6
3
6
6
9
/
4
1

雲
根

志
 前

編
：
 安

永
2
年

（
1
7
7
3
年

）
．

雲
根

志
 後

編
：
 安

永
8
年

（
1
7
7
9
年

）
．

雲
根

志
 三

編
：
 享

和
元

年
（
1
8
0
1
年

）
．

出
版

年
は

木
内

〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
に

よ
る

．

現
代

語
訳

1
：
 木

内
〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
．

現
代

語
訳

2
：
 木

内
〔
横

江
訳

〕
（
2
0
1
0
）
．

A
1

木
内

石
亭

雲
根

志
 後

編
　

巻
之

二
 

生
動

類
安

永
8
年

1
7
7
9

第
1

表
　「

蛍
石

」の
記

載
：

木
内

石
亭

か
ら

小
藤

文
次

郎
ま

で（
17

79
年

～
18

84
年

）注
1

　
　

　
　

既
報

A：
 佐

脇
ほ

か（
20

21
）に

記
載

，
既

報
B:

 佐
脇（

20
21

）に
記

載
.
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蛍石の「履歴書」-2

1
2

ガ
ラ

ジ
ン

（
G

ir
al

d
in

, 
J
. 
P

. 
L
., 

著
）
・
桂

川
甫

策
（
閲

）
・
加

藤
宗

甫
（
譯

）

化
學

入
門

　
後

編
第

三
巻

慶
応

3
年

～
明

治
6
年

1
8
6
7
～

1
8
7
3

螢
石

螢
砂

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
6
8
5
/
1
/
2
3

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

舎
密

開
宗

に
関

し
て

の
記

述
あ

り
．

「
案

ス
ル

ニ
舎

密
開

宗
ニ

…
…

螢
石

螢
砂

ト
ナ

ス
ハ

最
モ

當
レ

リ
」

1
3

堀
達

之
助

（
編

）
・
堀

越
亀

之
助

（
改

）
改

訂
増

補
 英

和
對

譯
袖

珍
辭

書
明

治
2
年

1
8
6
9

F
lu

o
r　

流
レ

ル
ヿ

　
石

ノ
名

　
（
註

：
「
ヿ

」
は

合
字

で
，

「
こ

と
」
と

読
む

）
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
7
0
1
0
1
/
1
/
1
5
4

蛍
石

と
い

う
名

称
は

な
い

が
，

「
石

ノ
名

」
と

い
う

訳
が

付
け

ら
れ

て
い

る
．

表
紙

に
は

「
慶

應
三

年
江

戸
再

版
」
と

書
か

れ
て

い
る

が
，

奥
付

に
は

「
明

治
二

己
巳

年
　

官
許

」
と

記
さ

れ
て

い
る

．

1
4

高
橋

新
吉

・
前

田
献

吉
・
前

田
正

名
（
編

）
改

正
増

補
 和

譯
英

辭
書

明
治

2
年

1
8
6
9

F
lu

o
r　

流
レ

ル
ヿ

．
　

石
ノ

名
　

（
註

：
「
ヿ

」
は

合
字

で
，

「
こ

と
」
と

読
む

）
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
8
7
1
4
5
5
/
1
/
1
1
3

蛍
石

と
い

う
名

称
は

な
い

が
，

「
石

ノ
名

」
と

い
う

訳
が

付
け

ら
れ

て
い

る
．

1
5

リ
ッ

テ
ル

（
H

e
lm

an
, 
R

., 
述

）
理

化
日

記
 

初
編

巻
之

十
一

明
治

3
年

1
8
7
0

フ
ル

オ
ル

ス
パ

ル
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
2
6
1
5
3
/
1
/
3
9

こ
の

記
述

を
基

に
，

明
治

7
年

以
降

に
は

，
編

集
版

に
相

当
す

る
以

下
の

よ
う

な
も

の
が

出
版

さ
れ

た
模

様
．

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
3
4
6
3
9
9
4

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
3
4
6
3
9
9
6

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
6
6
5

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
6
6
7

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
6
6
8

1
6

荒
井

郁
之

助
諸

元
素

名
稱

及
其

畧
稱

表
譯

，
英

和
對

譯
辭

書
（
開

拓
使

）
明

治
5
年

9
月

1
8
7
2

明
治

5
年

7
月

F
lu

o
r 

sp
ar

 五
色

石
英

（
卽

 ■
化

石
灰

）
（
註

：
■

は
「
行

が
ま

え
」
に

「
黄

」
）

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
8
7
1
4
9
0
/
1
/
5
4
5

こ
の

辞
書

の
早

い
版

（
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
7
0
0
9
9
/
1
/
5
3
8
）
と

遅
い

版
（
左

記
）

と
で

見
出

し
語

数
に

違
い

が
あ

る
（
惣

郷
, 
1
9
7
9
）
．

客
羅

而
斯

罷
碎

之
爲

粉
.置

熱
鐵

上
.則

生
光

.其
光

或
綠

色
.或

靑
紫

色
.

或
玫

瑰
色

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
9
8
7
7
5
3
/
1
/
4
2

熱
之

有
燐

光
　

其
光

有
綠

・
紫

・
藍

・
紅

・
黄

・
各

色
者

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
9
8
7
7
5
3
/
1
/
1
0
0

螢
砂

右
仝

所
　

火
中

ニ
投

ス
レ

ハ
蛍

ノ
コ

ト
ク

ニ
飛

散
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
7
1
/
1
/
1
3

「
伊

勢
」
の

章
．

「
右

仝
所

」
と

は
，

治
田

山
の

こ
と

．

螢
石

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
7
1
/
1
/
1
5

「
伊

勢
」
の

章
．

螢
石

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
7
2
/
1
/
1
7

「
能

登
」
の

章
．

螢
石

窪
屋

郡
三

子
岩

之
淵

水
中

ニ
有

里
俗

青
紫

石
云

形
紫

石
英

也
火

ニ
投

ス
レ

ハ
青

ク
モ

エ
ル

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
7
2
/
1
/
1
9

「
備

中
」
の

章
．

1
9

伊
藤

圭
介

日
本

産
物

志
　

近
江

部
明

治
6
年

1
8
7
3

ホ
タ

ル
イ

シ
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
0
1
5
7
7
/
1
/
3

B

2
0

宮
里

正
静

化
學

對
譯

辭
書

(C
h
e
m

ic
al

 
an

d
 M

in
e
ra

lo
gi

c
al

 
D

ic
ti
o
n
ar

y)
明

治
7
年

1
1
月

1
8
7
4

明
治

7
年

1
1
月

F
lu

o
r 

sp
ar

 五
色

石
英

（
卽

 衡
化

石
灰

）
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
6
3
8
/
1
/
5
4

英
語

 <
-
>
 日

本
語

辞
書

．
荒

井
郁

之
助

の
辞

書
と

訳
語

は
一

致
し

て
お

り
，

見
出

し
語

は
2
6
8
9
語

（
惣

郷
, 
1
9
7
9
）
．

こ
ち

ら
で

は
「
行

が
ま

え
」
に

「
黄

」
で

は
な

く
，

「
衡

」
を

使
っ

て
い

る
．

A

2
1

文
部

省
百

科
全

書
　

化
學

篇
下

明
治

8
年

2
月

1
8
7
5

フ
リ

ュ
ヲ

ル
ス

パ
ル

（
紫

石
英

）
（
記

述
な

し
）

1
1
ペ

ー
ジ

，
フ

ッ
素

（
弗

利
阿

林
）
の

説
明

中
に

出
て

く
る

．

2
2

小
西

松
三

啓
蒙

窮
理

知
恵

之
海

　
五

明
治

8
年

2
月

1
8
7
5

螢
石

螢
砂

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
1
0
2
/
1
/
1
2

フ
ッ

素
（
弗

律
阿

●
母

）
の

説
明

文
中

に
有

り
．

（
註

：
●

は
「
に

ん
べ

ん
」
に

「
留

」
．

）

2
3

沕
爾

斯
（
W

e
lls

, 
D

. 
A

., 
著

）
・

土
岐

頼
徳

（
訳

）
化

学
闡

要
 七

明
治

8
年

1
1
月

1
8
7
5

弗
律

阿
𠒆𠒆𠒆𠒆

蘇
把
𠒆𠒆𠒆𠒆

弗
律

阿
林

化
爾

叟
母

（
紫

石
英

 又
 螢

石
 ト

云
）

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
6
2
6
/
1
/
1
2

2
4

宮
崎

柳
条

西
洋

百
工

新
書

 
外

編
　

二
明

治
9
年

2
月

1
8
7
6

弗
羅

林
化

加
尓

叟
母

［
フ

ロ
ウ

ル
ス

パ
ル

］
螢

石
螢

砂
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
4
5
4
8
1
/
1
/
3
4

「
弗

羅
林

化
加

尓
叟

母
ハ

 漢
渡

の
紫

石
英

 邦
産

の
螢

石
螢

砂
等

な
り

」
と

の
記

述
有

り
．

2
5

ロ
ス

コ
―

（
R

o
sc

o
e
, 
H

. 
E
., 

著
）
・
茂

木
春

太
（
訳

）
・
平

岡
盛

三
郎

（
閲

）

羅
斯

珂
氏

化
学

　
卷

一
～

五
明

治
9
年

1
8
7
6

弗
化

「
カ

ル
シ

ウ
ム

」
即

螢
石

 C
aF

2
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
5
0
7
/
1
/
1
9
8

左
記

以
外

に
，

3
か

所
に

記
述

有
り

．
巻

1
　

7
2
+
1
0
（
付

録
）
ペ

ー
ジ

．
巻

2
　

8
1
ペ

ー
ジ

．
巻

3
　

6
5
ペ

ー
ジ

．
巻

4
　

8
5
ペ

ー
ジ

．
巻

5
　

8
7
ペ

ー
ジ

．

2
6

鈴
木

良
輔

百
科

全
書

　
鑛

物
篇

明
治

9
年

1
8
7
6

フ
リ

ュ
オ

ル
，

ス
パ

ー
　

■
酸

化
加

爾
叟

母
［
フ

リ
ユ

オ
ラ

イ
ド

，
オ

フ
 カ

ル
シ

ユ
ム

］
　

（
註

：
■

は
「
行

が
ま

え
」
に

「
黄

」
）

（
記

述
な

し
）

1
4
6
～

1
4
7
ペ

ー
ジ

．
蛍

石
は

寒
水

石
（
今

で
い

う
方

解
石

）
の

項
で

述
べ

ら
れ

て
い

る
．

ま
た

，
こ

れ
と

は
別

に
紫

水
晶

に
つ

い
て

の
記

述
も

あ
る

．
B

2
7

伊
藤

圭
介

日
本

産
物

志
　

美
濃

部
明

治
9
年

1
8
7
6

ホ
タ

ル
ズ

ナ
此

砂
灰

色
ニ

シ
テ

火
ニ

投
ズ

レ
バ

，
燃

エ
碧

色
ノ

炎
ヲ

發
ス

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
0
1
5
7
9
/
1
/
3

赤
坂

金
生

山
に

産
す

る
と

し
て

い
る

．
伊

勢
（
治

田
山

）
の

も
の

と
対

比
．

高
木

（
2
0
1
9
a）

も
「
美

濃
の

産
物

大
略

（
明

治
5
年

）
」
に

蛍
石

産
出

の
記

述
が

あ
る

こ
と

を
報

告
．

「
第

二
回

内
國

勸
業

博
覧

會
報

告
　

付
録

」
（
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
0
1
8
7
9
/
1
/
9
2
）
に

も
，

こ
れ

を
引

用
し

た
と

思
わ

れ
る

記
述

が
あ

る
．

た
だ

し
，

高
木

（
2
0
1
9
b
）
に

よ
れ

ば
，

現
在

の
金

生
山

か
ら

蛍
石

の
産

出
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

と
の

こ
と

．

B

2
8

岩
手

県
（
？

）
巖

手
縣

 布
達

全
書

 第
一

巻
 自

明
治

四
年

至
明

治
五

年
明

治
1
0
年

1
0
月

1
8
7
7

明
治

1
0
年

1
0
月

螢
石

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
9
3
8
4
7
3
/
1
/
9
3

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
の

ウ
イ

ー
ン

で
の

万
博

の
出

展
物

と
し

て
出

さ
れ

た
こ

と
が

記
さ

れ
て

い
る

．

夫
羅

而
斯

罷

代
那

と
は

J
am

e
s 

D
w

ig
h
t 

D
an

aの
こ

と
で

あ
り

，
そ

の
著

書
を

漢
文

に
訳

し
た

も
の

．
ま

た
，

瑪
高

温
と

は
，

D
an

ie
l 
J
e
ro

m
e
 

M
ac

go
w

an
の

こ
と

．
出

版
年

，
著

者
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

A

1
8

前
部

　
愿

石
品

産
所

考
 上

明
治

6
年

1
1
月

1
8
7
3

石
品

産
所

考
 下

明
治

6
年

1
1
月

1
8
7
3

1
7

代
那

（
撰

）
・
瑪

高
温

　
（
口

訳
）
・
華

蘅
芳

（
筆

術
）

金
石

識
別

　
一

1
8
7
2

第
1
表

　
「
蛍

石
」
の

記
載

：
木

内
石

亭
か

ら
小

藤
文

次
郎

ま
で

（
1
7
7
9
年

～
1
8
8
4
年

）

通
番

著
者

・
編

者
・
訳

者
書

名
・
文

献
題

名
出

版
時

期
同

左
（
西

暦
年

）
執

筆
時

期
蛍

石
の

表
記

燐
光

（
及

び
蛍

光
）
に

関
す

る
記

述
内

容
国

立
国

会
図

書
館

デ
ジ

タ
ル

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

(U
R

L
)

備
考

既
報

（
現

代
語

訳
1
）

伊
勢

国
治

田
山

に
蛍

砂
と

い
う

も
の

あ
り

．
色

薄
白

く
常

体
の

雑
砂

に
て

，
大

な
る

は
豆

粒
の

ご
と

く
，

小
な

る
は

胡
麻

の
ご

と
し

．
一

見
す

れ
ば

更
に

怪
異

な
る

も
の

に
あ

ら
ず

．
或

い
は

口
中

に
入

れ
試

む
る

に
，

味
も

な
く
香

気
も

な
し

．
但

火
中

に
投

ぐ
れ

ば
青

く
燃

え
て

飛
揚

す
．

そ
の

さ
ま

蛍
の

飛
ぶ

に
異

な
る

事
な

し
．

予
一

合
許

り
を

得
た

り
．

は
な

は
だ

奇
品

な
り

．
里

俗
蛍

砂
と

い
う

．

（
現

代
語

訳
2
）

伊
勢

国
治

田
山

［
は

っ
た

さ
ん

］
（
三

重
県

員
弁

郡
北

勢
町

治
田

）
に

「
蛍

砂
」
と

呼
ば

れ
る

も
の

が
あ

り
ま

す
．

う
す

白
い

色
で

豆
粒

ほ
ど

の
大

き
な

も
の

も
あ

れ
ば

，
ゴ

マ
位

の
小

さ
な

も
の

も
あ

り
，

一
見

し
た

だ
け

で
は

何
の

変
哲

も
な

い
砂

で
す

．
試

し
に

口
の

中
へ

入
れ

て
噛

ん
で

み
て

も
味

も
香

り
も

あ
り

ま
せ

ん
．

と
こ

ろ
が

火
の

中
へ

投
げ

入
れ

て
み

ま
す

と
青

く
燃

え
て

飛
び

散
り

ま
す

．
そ

の
様

子
は

ま
る

で
蛍

が
飛

び
交

う
か

の
如

き
風

景
で

も
あ

り
ま

す
．

私
も

一
合

ば
か

り
を

所
蔵

し
て

い
ま

す
．

ま
こ

と
に

自
慢

し
て

も
恥

ず
か

し
く
な

い
奇

妙
な

砂
と

言
っ

て
も

大
げ

さ
で

は
あ

り
ま

せ
ん

．
そ

の
地

方
の

呼
び

名
は

「
蛍

砂
」
と

言
う

こ
と

で
す

．

螢
砂

伊
勢

　
金

銀
銅

鑛
 治

田
山

ニ
ア

リ
　

螢
砂

 同
上

 火
中

ニ
投

ズ
レ

バ
螢

ノ
如

ク
飛

散

螢
石

備
中

　
螢

石
 窪

屋
郡

ミ
子

岩
之

淵
水

中
ニ

在
里

人
青

紫
石

云
形

紫
石

英
也

火
ニ

投
ス

レ
ハ

青
ク

モ
ユ

ル

螢
石

巻
一

　
伊

勢
国

 
　

螢
石

　
員

辨
郡

石
榑

［
い

し
ぐ

れ
］
南

村
の

山
に

あ
り

　
螢

砂
　

治
田

山
に

あ
り

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
8
8
/
1
9

螢
石

巻
一

　
陸

奥
国

 
　

螢
石

　
蝦

夷
内

浦
獄

に
あ

り
，

火
に

投
す

れ
バ

▲
く
飛

ぶ
，

伝
る

（
註

：
▲

は
読

み
取

れ
な

か
っ

た
文

字
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
8
8
/
6
3

螢
砂

（
？

）
巻

二
　

備
前

 
　

螢
砂

（
？

）
　

た
（
o
r 

友
？

）
賀

村
に

あ
り

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
5
3
/
3
3

螢
石

巻
二

　
備

中
 

　
螢

石
　

窪
屋

郡
三

子
岩

に
あ

リ
　

酒
津

［
さ

い
つ

］
村

，
又

黒
田

村
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
5
3
/
3
5

4
木

内
石

亭
諸

州
石

品
産

所
記

蛍
砂

伊
勢

 
　

蛍
砂

　
治

田
［
ハ

ツ
タ

］
山

 火
ニ

投
レ

ハ
蛍

火
ノ

如
ク

飛
散

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
3
7
0
4
9
/
1
0

〈
奇

石
産

誌
〉
の

別
名

か
（
後

閑
，

1
9
7
9
）
．

A

5
木

内
石

亭
石

筌
螢

砂
伊

勢
 

　
螢

砂
　

治
田

山
ニ

ア
リ

常
體

ノ
白

砂
ナ

リ
．

火
ニ

投
ス

レ
ハ

螢
火

ノ
如

ク
飛

フ
火

ノ
色

青
シ

．

所
収

：
 中

川
（
1
9
3
6
）
．

出
版

年
は

木
内

〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
に

よ
る

．
木

内
石

亭
8
0
歳

前
後

の
著

作
物

（
益

富
，

1
9
8
9
）
．

A

6
岡

林
清

達
・
水

谷
豊

文
物

品
識

名
文

化
6
年

1
8
0
9

「
紫

石
英

」
の

項
目

が
あ

る
の

み
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
5
7
5
3
5
/
1
/
8
8

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

A

7
水

谷
豊

文
物

品
識

名
拾

遺
文

政
8
年

1
8
2
5

ホ
タ

ル
イ

シ
ク

ダ
キ

火
ニ

投
ズ

レ
バ

光
リ

テ
飛

フ
モ

ノ
ナ

リ
 勢

州
石

槫
 備

中
黒

田
産

又
漢

産
紫

石
英

モ
火

ニ
投

ス
レ

ハ
光

リ
飛

フ
モ

ノ
ナ

リ
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
3
6
6
7
6
/
1
/
1
9

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

A

8
宇

田
川

榕
庵

舎
密

開
宗

　
三

 巻
八

天
保

8
年

～
弘

化
4
年

1
8
3
7
～

1
8
4
7

弗
耳

乙
酸

加
爾

基
［
フ

リ
ュ

ア
ス

，
カ

ル
キ

ス
　

フ
ル

ー
イ

シ
ュ

ー
レ

，
カ

ル
キ

］

漢
渡

ノ
紫

石
英

　
邦

産
ノ

螢
石

，
螢

砂
，

此
二

属
ス

徳
爾

別
悉

捏
［
ル

ベ
ー

シ
チ

］
及

他
地

ニ
産

ス
 弗

耳
乙

▼
把

多
［
フ

ル
ー

イ
ス

パ
ー

ト
］
ト

名
ク

（
註

：
こ

の
部

分
だ

け
，

▼
に

「
蘇

」
の

「
魚

」
と

「
禾

」
が

左
右

入
れ

替
わ

っ
た

字
を

当
て

て
い

る
）

◆
ケ

ハ
燐

光
ヲ

發
ス

（
註

：
◆

は
「
煅

」
に

似
て

い
る

が
「
火

へ
ん

」
に

「
暇

」
の

旁
部

か
ら

な
る

字
を

当
て

て
い

る
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
5
6
2
5
7
/
1
/
3
3

貴
石

（
宝

石
）
の

名
を

借
り

て
呼

ぶ
場

合
も

あ
っ

た
と

の
こ

と
．

例
：
 

亞
墨

知
斯

多
［
ア

メ
ジ

ス
ト

］
．

出
版

年
号

は
国

立
国

会
図

書
館

デ
ジ

タ
ル

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

の
書

誌
情

報
に

よ
る

．

A

9
畔

田
翠

山
（
畔

田
伴

存
）

熊
野

物
産

初
志

 五
巻

安
政

3
年

以
前

1
8
5
6
年

以
前

螢
砂

尾
呂

志
組

坂
本

山
中

ニ
生

ス
…

…
勢

州
産

ノ
螢

砂
ノ

如
シ

…
…

火
ニ

投
ス

レ
ハ

青
光

ア
リ

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
9
6
0
3
2
/
1
/
5
9

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

は
安

政
3

年
（
1
8
5
6
年

）
と

な
っ

て
い

る
が

，
写

本
の

た
め

正
確

な
出

版
年

は
不

明
．

磯
部

（
2
0
0
2
）
は

1
8
4
8
年

の
出

版
と

し
て

い
る

．
「
尾

呂
志

組
坂

本
」
は

現
在

の
三

重
県

南
牟

婁
郡

御
浜

町
．

B

1
0

岡
　

安
定

品
物

名
彙

安
政

6
年

1
8
5
9

ホ
タ

ル
イ

シ
　

舶
来

紫
石

英
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
3
6
8
8
7
/
1
/
2
0

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

B

1
1

ガ
ラ

ジ
ン

（
G

ir
al

d
in

, 
J
. 
P

. 
L
., 

著
）
・
桂

川
甫

策
・
石

橋
八

郎
（
譯

註
）

化
學

入
門

　
後

編
第

二
巻

慶
応

3
年

～
明

治
6
年

1
8
6
7
～

1
8
7
3

弗
耳

乙
斯

巴
多

［
フ

ル
ー

イ
ス

パ
ー

］
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
6
8
4
/
1
/
3
8

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

こ
の

「
化

學
入

門
」
シ

リ
ー

ズ
の

最
初

と
思

わ
れ

る
「
初

編
」

（
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
6
8
3
/
1
/
1
）
の

表
紙

に
は

，
「
慶

応
三

年
」
に

出
版

さ
れ

た
こ

と
が

書
か

れ
て

い
る

，

A

（
年

代
不

詳
）

（
年

代
不

詳
）

所
収

：
 中

川
 （

1
9
3
6
）
．

出
版

年
は

木
内

〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
に

よ
る

．
木

内
石

亭
8
0
歳

前
後

の
著

作
物

（
益

富
，

1
9
8
9
）
．

A

3
木

内
石

亭
諸

国
産

石
誌

（
全

2
巻

）
(年

代
不

詳
)

1
8
0
5
年

出
版

の
「
雲

根
志

」
巻

末
広

告
に

〈
諸

国
産

石
誌

〉
が

「
近

刻
」
と

い
う

広
告

が
あ

る
（
益

富
，

1
9
8
9
）
．

本
書

の
冒

頭
（
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
8
8
/
5
）
に

「
石

筌
」

の
表

題
有

り
．

〈
奇

石
産

誌
〉
の

別
名

か
（
後

閑
，

1
9
7
9
）
．

A

2
木

内
石

亭
奇

石
産

誌
寛

政
6
年

以
前

1
7
9
4
年

以
前

蛍
砂

［
ほ

た
る

す
な

］
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
6
3
6
6
9
/
4
1

雲
根

志
 前

編
：
 安

永
2
年

（
1
7
7
3
年

）
．

雲
根

志
 後

編
：
 安

永
8
年

（
1
7
7
9
年

）
．

雲
根

志
 三

編
：
 享

和
元

年
（
1
8
0
1
年

）
．

出
版

年
は

木
内

〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
に

よ
る

．

現
代

語
訳

1
：
 木

内
〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
．

現
代

語
訳

2
：
 木

内
〔
横

江
訳

〕
（
2
0
1
0
）
．

A
1

木
内

石
亭

雲
根

志
 後

編
　

巻
之

二
 

生
動

類
安

永
8
年

1
7
7
9
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佐脇貴幸

2
9

志
賀

泰
山

化
學

最
新

 一
明

治
1
0
年

1
1
月

1
8
7
7

明
治

1
0
年

1
0
月

フ
ル

ス
ヽ

パ
ー

ト
又

螢
石

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
5
6
9
/
1
/
4
4

「
化

學
最

新
」
は

こ
の

後
も

数
冊

続
巻

が
あ

り
，

そ
れ

ら
に

も
た

び
た

び
蛍

石
の

こ
と

が
記

さ
れ

て
い

る
．

3
0

伊
藤

圭
介

日
本

産
物

志
　

信
濃

部
明

治
1
0
年

1
8
7
7

ホ
タ

ル
イ

シ
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
0
1
5
8
2
/
1
/
3

B

3
1

米
國

博
覧

會
事

務
局

米
國

博
覧

會
報

告
書

 
列

品
部

　
第

四
明

治
1
0
年

1
8
7
7

明
治

1
0
年

1
月

螢
石

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
0
1
8
3
7
/
1
/
9
9

融
剤

と
し

て
の

蛍
石

の
利

用
に

つ
い

て
記

述
．

3
2

和
田

維
四

郎
金

石
識

別
表

明
治

1
0
年

1
8
7
7

螢
石

 F
lu

o
ri
te

之
ヲ

暗
處

ニ
熱

ス
レ

ハ
各

色
ノ

燐
火

ヲ
發

シ
往

々
飛

動
ス

ル
ア

リ
 小

量
ノ

水
ヲ

發
ス

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
9
9
8
/
1
/
9
1

所
収

：
 日

本
鉱

業
史

料
集

刊
行

委
員

会
 （

1
9
9
0
a）

本
書

の
冒

頭
に

，
フ

ラ
イ

ベ
ル

ク
鉱

山
大

学
校

ワ
イ

ス
バ

ッ
ハ

教
授

ら
の

金
石

識
別

表
を

基
礎

に
，

同
校

の
他

の
教

官
陣

の
研

究
内

容
を

取
り

入
れ

て
編

集
し

た
こ

と
が

記
さ

れ
て

い
る

．

A

フ
リ

ユ
ー

ル
，

ス
パ

ー
ル

ハ
熱

ニ
因

テ
最

モ
燐

光
ヲ

發
シ

易
シ

，
之

ヲ
碎

テ
粉

ト
爲

シ
熱

鐵
上

ニ
置

ケ
ハ

則
光

ヲ
生

ス
，

其
色

ハ
或

ハ
翠

綠
色

，
或

ハ
紫

色
，

或
ハ

玫
瑰

色
，

或
ハ

橙
色

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
9
9
4
/
1
/
3
9

本
書

の
冒

頭
で

，
D

an
aの

"
M

an
u
al

 o
f 

M
in

e
ra

lo
gy

"
, 
"
S
ys

te
m

 
o
f 

M
in

e
ra

lo
gy

"
を

基
に

編
集

し
た

こ
と

が
述

べ
ら

れ
て

い
る

も
の

の
，

そ
れ

ら
原

典
の

書
誌

情
報

（
版

，
出

版
年

等
）
は

不
明

．
な

お
，

左
記

以
外

に
も

数
カ

所
の

ペ
ー

ジ
に

あ
り

，
ま

た
続

編
の

<
内

編
下

甲
〉
に

も
数

カ
所

出
て

く
る

．

「
巻

之
二

　
金

石
ノ

理
學

性
ヲ

論
ス

」
で

の
記

述
．

A

之
ヲ

熱
鐵

上
ニ

置
ケ

ハ
燐

光
ア

リ
，

其
火

光
ハ

或
ハ

翠
綠

，
或

ハ
紫

，
藍

，
紅

，
黄

ノ
數

色
ア

リ
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
9
9
4
/
1
/
9
0

「
巻

之
五

　
鹽

金
類

ヲ
論

ス
」
で

の
記

述
．

A

和
漢

之
ヲ

螢
石

ト
唱

ス
ル

モ
ノ

ハ
其

火
中

ニ
投

ス
レ

ハ
黄

靑
ノ

燐
光

ア
リ

テ
飛

揚
シ

眞
ニ

螢
ノ

如
シ

故
ニ

以
テ

名
ト

ス
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
9
9
4
/
1
/
9
1

「
巻

之
五

　
鹽

金
類

ヲ
論

ス
」
で

の
記

述
．

A

3
4

和
田

維
四

郎
金

石
學

明
治

1
1
年

4
月

1
8
7
8

明
治

9
年

1
2
月

螢
石

［
ホ

タ
ル

イ
シ

］
 和

名
 ■

灰
石

 義
譯

 即
チ

 ■
酸

石
灰

 F
lu

ss
sp

at
h
 F

lu
o
ri
te

　
　 （
註

：
■

は
「
行

が
ま

え
」
に

「
黄

」
）

之
ヲ

粉
末

ニ
シ

タ
ル

者
ヲ

熱
ス

レ
バ

靑
，

綠
，

赤
色

ト
ナ

ル
 此

性
ヲ

燐
光

性
ト

云
ヒ

甚
ダ

美
麗

ナ
リ

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
9
9
1
/
1
/
1
4
1

初
版

は
明

治
9
年

．
白

亜
書

房
版

（
日

本
鉱

業
史

料
集

刊
行

委
員

会
, 
1
9
9
0
c
）
及

び
国

立
国

会
図

書
館

デ
ジ

タ
ル

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

（
左

記
U

R
L
）
に

収
録

さ
れ

て
い

る
の

は
、

第
三

刷
（
明

治
1
9
年

）
で

あ
る

が
，

そ
の

一
つ

前
の

再
刷

（
明

治
1
5
年

；
和

田
，

1
8
8
2
）
と

，
内

容
は

変
わ

ら
な

い
よ

う
で

あ
る

．
上

記
白

亜
書

房
版

 の
文

献
の

解
説

文
に

よ
れ

ば
，

ヨ
ハ

ン
ネ

ス
・

ロ
イ

ニ
ー

ス
の

〈
博

物
学

〉
の

翻
訳

だ
が

，
ナ

ウ
マ

ン
の

〈
金

石
学

〉
，

シ
ル

リ
ン

グ
の

〈
博

物
学

〉
も

参
考

に
し

て
い

る
と

の
こ

と
．

A

3
5

内
國

勸
業

博
覧

會
事

務
局

明
治

十
年

内
國

勸
業

博
覧

會
出

品
解

説
（
鑛

業
冶

金
）

明
治

1
1
年

6
月

1
8
7
8

螢
石

（
記

述
な

し
）

所
収

：
 日

本
鉱

業
史

料
集

刊
行

委
員

会
（
1
9
8
3
）
．

1
0
4
ペ

ー
ジ

，
石

川
県

能
登

半
島

の
宝

達
山

産
の

も
の

に
つ

い
て

記
述

．

3
6

和
田

維
四

郎
本

邦
金

石
畧

誌
明

治
1
1
年

1
0
月

1
8
7
8

明
治

1
1
年

4
月

弗
灰

石
 F

lu
o
ri
te

 又
 螢

石
 即

 弗
化

カ
ル

シ
ウ

ム
弗

灰
石

ハ
往

時
ノ

所
謂

螢
石

ニ
シ

テ
弗

灰
石

ノ
小

塊
ナ

ル
モ

ノ
或

ハ
砂

ヲ
斯

ク
稱

セ
リ

 螢
石

ノ
名

號
ハ

其
火

中
ニ

投
ス

レ
ハ

燐
ヲ

現
ハ

ス
ニ

因
レ

リ
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
1
0
0
/
1
/
1
7

所
収

：
 日

本
鉱

業
史

料
集

刊
行

委
員

会
 （

1
9
9
0
b
）
．

A

3
7

敏
涅

児
（
L
an

gg
aa

rd
, 
A

., 
著

）
・
丹

波
敬

三
（
訳

）
無

機
化

學
 第

二
巻

(金
属

之
部

)
明

治
1
1
年

1
0
月

1
8
7
8

螢
石

一
名

鎔
鑛

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
9
3
0
/
1
/
6
6

弗
律

阿
兒

加
爾

叟
母

の
項

に
有

り
．

そ
の

他
，

1
2
2
ペ

ー
ジ

，
2
5
1

ペ
ー

ジ
に

も
出

て
く
る

．

3
8

大
友

道
恒

・
戸

嶋
　

巽
・
米

山
俊

信
・
北

原
雅

長
明

治
十

年
内

國
勸

業
博

覧
會

報
告

書
明

治
1
1
年

1
2
月

1
8
7
8

螢
石

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
0
1
8
6
2
/
1
/
2
4

秋
田

県
令

宛
の

報
告

書
．

3
9

京
都

府
明

治
十

一
年

 京
都

府
布

令
書

1
8
7
8

螢
石

［
ケ

イ
セ

キ
］

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
9
3
8
5
0
2
/
1
/
2
6

師
範

学
校

で
の

教
育

用
試

料
と

し
て

集
め

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
府

知
事

の
布

達
書

集
．

4
0

和
田

維
四

郎
晶

形
學

明
治

1
2
年

2
月

1
8
7
9

螢
石

 F
lu

o
ri
te

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
6
2
/
1
/
7
8

A

4
1

武
藤

 壽
日

本
金

石
産

地
明

治
1
2
年

2
月

1
8
7
9

明
治

1
2
年

2
月

螢
石

［
ホ

タ
ル

イ
シ

］
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
8
8
/
1
/
8
7

〈
金

石
學

〉
の

附
録

扱
い

で
あ

る
こ

と
が

，
表

紙
に

明
記

さ
れ

て
い

る
．

A

4
2

白
野

己
巳

郎
金

石
小

解
明

治
1
2
年

4
月

1
8
7
9

明
治

1
2
年

1
月

弗
灰

石
 F

L
U

O
R

 S
P

A
R

 フ
リ

ユ
ー

ヲ
ル

 ス
パ

ー
熱

鐵
上

ニ
置

ク
ト

キ
ハ

燐
火

ヲ
發

ス
(註

：
「
ト

キ
」
は

合
字

)
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
9
9
9
/
1
/
2
7

所
収

：
 日

本
鉱

業
史

料
集

刊
行

委
員

会
 （

1
9
9
1
）
．

上
記

文
献

の
解

説
文

に
よ

れ
ば

，
本

書
は

D
an

aの
"
M

an
u
al

 o
f 

M
in

e
ra

lo
gy

"
（
1
8
7
2
年

）
の

抄
訳

と
の

こ
と

．
〈
金

石
小

解
〉
の

別
版

の
 明

治
1
5
年

（
1
8
8
2
年

）
版

（
他

社
版

）
，

明
治

1
7
年

（
1
8
8
4
年

）
版

（
改

正
版

）
も

記
載

は
同

一
．

A

4
3

シ
ェ

ル
ド

ン
（
S
h
e
ld

o
n
, 
E
. 
A

., 
著

）
・
永

田
健

助
（
訳

）
塞

児
敦

氏
　

庶
物

指
教

　
下

册
明

治
1
2
年

4
月

1
8
7
9

紫
石

英
［
フ

ロ
ウ

ル
ス

パ
（
？

）
ア

ル
］

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
1
1
0
5
6
/
1
/
1
2
8

鉱
物

の
硬

度
に

関
し

て
，

「
第

四
銅

貨
ニ

因
テ

掻
傷

ス
ル

能
ハ

ザ
ル

モ
ノ

」
と

し
て

例
示

し
て

い
る

が
，

蛍
石

を
紫

石
英

と
混

同
し

て
記

し
て

い
る

．
B

4
4

ロ
ー

ラ
ン

（
R

au
lin

, 
V

., 
著

）
・

佐
治

太
郎

（
訳

）
勞

氏
地

質
學

 上
明

治
1
2
年

1
0
月

1
8
7
9

弗
律

阿
林

［
フ

ル
ウ

ヲ
リ

ヌ
］
即

五
色

石
英

［
ス

パ
ツ

ー
，

フ
ル

ウ
ヲ

ル
］

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
2
9
4
/
1
/
6
8

「
五

色
石

英
」
に

は
ふ

り
仮

名
が

付
け

ら
れ

て
い

る
が

，
つ

ぶ
れ

て
し

ま
っ

て
い

て
正

確
に

読
め

な
い

．
「
勞

氏
」
と

は
，

フ
ラ

ン
ス

・
ボ

ル
ド

ー
大

学
の

教
官

で
あ

っ
た

ロ
ー

ラ
ン

氏
の

こ
と

（
日

本
地

学
史

編
纂

委
員

会
東

京
地

学
協

会
，

1
9
9
3
）
．

A

4
5

大
分

県
明

治
十

一
年

 大
分

縣
第

二
回

年
報

1
8
7
9

明
治

1
2
年

9
月

螢
石

，
衡

灰
石

，
衡

酸
石

灰
，

フ
ル

ヲ
ラ

イ
ト

火
中

ニ
投

ス
レ

ハ
燐

ノ
如

キ
光

ヲ
發

ス
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
0
7
8
4
7
/
1
/
9
6

<
金

石
學

〉
の

記
述

を
引

用
．

4
6

曲
直

瀬
　

愛
・
圓

城
寺

權
一

・
島

田
主

善
明

治
十

年
内

國
勸

業
博

覧
會

列
品

訳
名

明
治

1
2
年

1
2
月

1
8
7
9

明
治

1
2
年

1
2
月

螢
石

　
F
lu

o
r-

sp
ar

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
0
1
8
6
4
/
1
/
2
2

博
覧

会
展

示
物

の
英

訳
表

．

明
治

1
1
年

3
月

螢
石

［
フ

リ
ユ

ー
ル

ス
パ

ー
ル

］
 

即
 フ

リ
ユ

ー
ル

酸
-
石

灰
3
3

杉
邨

次
郎

金
石

學
必

携
　

内
編

上
明

治
1
1
年

3
月

1
8
7
8

第
1
表

　
「
蛍

石
」
の

記
載

：
木

内
石

亭
か

ら
小

藤
文

次
郎

ま
で

（
1
7
7
9
年

～
1
8
8
4
年

）

通
番

著
者

・
編

者
・
訳

者
書

名
・
文

献
題

名
出

版
時

期
同

左
（
西

暦
年

）
執

筆
時

期
蛍

石
の

表
記

燐
光

（
及

び
蛍

光
）
に

関
す

る
記

述
内

容
国

立
国

会
図

書
館

デ
ジ

タ
ル

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

(U
R

L
)

備
考

既
報

（
現

代
語

訳
1
）

伊
勢

国
治

田
山

に
蛍

砂
と

い
う

も
の

あ
り

．
色

薄
白

く
常

体
の

雑
砂

に
て

，
大

な
る

は
豆

粒
の

ご
と

く
，

小
な

る
は

胡
麻

の
ご

と
し

．
一

見
す

れ
ば

更
に

怪
異

な
る

も
の

に
あ

ら
ず

．
或

い
は

口
中

に
入

れ
試

む
る

に
，

味
も

な
く
香

気
も

な
し

．
但

火
中

に
投

ぐ
れ

ば
青

く
燃

え
て

飛
揚

す
．

そ
の

さ
ま

蛍
の

飛
ぶ

に
異

な
る

事
な

し
．

予
一

合
許

り
を

得
た

り
．

は
な

は
だ

奇
品

な
り

．
里

俗
蛍

砂
と

い
う

．

（
現

代
語

訳
2
）

伊
勢

国
治

田
山

［
は

っ
た

さ
ん

］
（
三

重
県

員
弁

郡
北

勢
町

治
田

）
に

「
蛍

砂
」
と

呼
ば

れ
る

も
の

が
あ

り
ま

す
．

う
す

白
い

色
で

豆
粒

ほ
ど

の
大

き
な

も
の

も
あ

れ
ば

，
ゴ

マ
位

の
小

さ
な

も
の

も
あ

り
，

一
見

し
た

だ
け

で
は

何
の

変
哲

も
な

い
砂

で
す

．
試

し
に

口
の

中
へ

入
れ

て
噛

ん
で

み
て

も
味

も
香

り
も

あ
り

ま
せ

ん
．

と
こ

ろ
が

火
の

中
へ

投
げ

入
れ

て
み

ま
す

と
青

く
燃

え
て

飛
び

散
り

ま
す

．
そ

の
様

子
は

ま
る

で
蛍

が
飛

び
交

う
か

の
如

き
風

景
で

も
あ

り
ま

す
．

私
も

一
合

ば
か

り
を

所
蔵

し
て

い
ま

す
．

ま
こ

と
に

自
慢

し
て

も
恥

ず
か

し
く
な

い
奇

妙
な

砂
と

言
っ

て
も

大
げ

さ
で

は
あ

り
ま

せ
ん

．
そ

の
地

方
の

呼
び

名
は

「
蛍

砂
」
と

言
う

こ
と

で
す

．

螢
砂

伊
勢

　
金

銀
銅

鑛
 治

田
山

ニ
ア

リ
　

螢
砂

 同
上

 火
中

ニ
投

ズ
レ

バ
螢

ノ
如

ク
飛

散

螢
石

備
中

　
螢

石
 窪

屋
郡

ミ
子

岩
之

淵
水

中
ニ

在
里

人
青

紫
石

云
形

紫
石

英
也

火
ニ

投
ス

レ
ハ

青
ク

モ
ユ

ル

螢
石

巻
一

　
伊

勢
国

 
　

螢
石

　
員

辨
郡

石
榑

［
い

し
ぐ

れ
］
南

村
の

山
に

あ
り

　
螢

砂
　

治
田

山
に

あ
り

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
8
8
/
1
9

螢
石

巻
一

　
陸

奥
国

 
　

螢
石

　
蝦

夷
内

浦
獄

に
あ

り
，

火
に

投
す

れ
バ

▲
く
飛

ぶ
，

伝
る

（
註

：
▲

は
読

み
取

れ
な

か
っ

た
文

字
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
8
8
/
6
3

螢
砂

（
？

）
巻

二
　

備
前

 
　

螢
砂

（
？

）
　

た
（
o
r 

友
？

）
賀

村
に

あ
り

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
5
3
/
3
3

螢
石

巻
二

　
備

中
 

　
螢

石
　

窪
屋

郡
三

子
岩

に
あ

リ
　

酒
津

［
さ

い
つ

］
村

，
又

黒
田

村
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
5
3
/
3
5

4
木

内
石

亭
諸

州
石

品
産

所
記

蛍
砂

伊
勢

 
　

蛍
砂

　
治

田
［
ハ

ツ
タ

］
山

 火
ニ

投
レ

ハ
蛍

火
ノ

如
ク

飛
散

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
3
7
0
4
9
/
1
0

〈
奇

石
産

誌
〉
の

別
名

か
（
後

閑
，

1
9
7
9
）
．

A

5
木

内
石

亭
石

筌
螢

砂
伊

勢
 

　
螢

砂
　

治
田

山
ニ

ア
リ

常
體

ノ
白

砂
ナ

リ
．

火
ニ

投
ス

レ
ハ

螢
火

ノ
如

ク
飛

フ
火

ノ
色

青
シ

．

所
収

：
 中

川
（
1
9
3
6
）
．

出
版

年
は

木
内

〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
に

よ
る

．
木

内
石

亭
8
0
歳

前
後

の
著

作
物

（
益

富
，

1
9
8
9
）
．

A

6
岡

林
清

達
・
水

谷
豊

文
物

品
識

名
文

化
6
年

1
8
0
9

「
紫

石
英

」
の

項
目

が
あ

る
の

み
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
5
7
5
3
5
/
1
/
8
8

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

A

7
水

谷
豊

文
物

品
識

名
拾

遺
文

政
8
年

1
8
2
5

ホ
タ

ル
イ

シ
ク

ダ
キ

火
ニ

投
ズ

レ
バ

光
リ

テ
飛

フ
モ

ノ
ナ

リ
 勢

州
石

槫
 備

中
黒

田
産

又
漢

産
紫

石
英

モ
火

ニ
投

ス
レ

ハ
光

リ
飛

フ
モ

ノ
ナ

リ
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
3
6
6
7
6
/
1
/
1
9

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

A

8
宇

田
川

榕
庵

舎
密

開
宗

　
三

 巻
八

天
保

8
年

～
弘

化
4
年

1
8
3
7
～

1
8
4
7

弗
耳

乙
酸

加
爾

基
［
フ

リ
ュ

ア
ス

，
カ

ル
キ

ス
　

フ
ル

ー
イ

シ
ュ

ー
レ

，
カ

ル
キ

］

漢
渡

ノ
紫

石
英

　
邦

産
ノ

螢
石

，
螢

砂
，

此
二

属
ス

徳
爾

別
悉

捏
［
ル

ベ
ー

シ
チ

］
及

他
地

ニ
産

ス
 弗

耳
乙

▼
把

多
［
フ

ル
ー

イ
ス

パ
ー

ト
］
ト

名
ク

（
註

：
こ

の
部

分
だ

け
，

▼
に

「
蘇

」
の

「
魚

」
と

「
禾

」
が

左
右

入
れ

替
わ

っ
た

字
を

当
て

て
い

る
）

◆
ケ

ハ
燐

光
ヲ

發
ス

（
註

：
◆

は
「
煅

」
に

似
て

い
る

が
「
火

へ
ん

」
に

「
暇

」
の

旁
部

か
ら

な
る

字
を

当
て

て
い

る
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
5
6
2
5
7
/
1
/
3
3

貴
石

（
宝

石
）
の

名
を

借
り

て
呼

ぶ
場

合
も

あ
っ

た
と

の
こ

と
．

例
：
 

亞
墨

知
斯

多
［
ア

メ
ジ

ス
ト

］
．

出
版

年
号

は
国

立
国

会
図

書
館

デ
ジ

タ
ル

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

の
書

誌
情

報
に

よ
る

．

A

9
畔

田
翠

山
（
畔

田
伴

存
）

熊
野

物
産

初
志

 五
巻

安
政

3
年

以
前

1
8
5
6
年

以
前

螢
砂

尾
呂

志
組

坂
本

山
中

ニ
生

ス
…

…
勢

州
産

ノ
螢

砂
ノ

如
シ

…
…

火
ニ

投
ス

レ
ハ

青
光

ア
リ

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
9
6
0
3
2
/
1
/
5
9

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

は
安

政
3

年
（
1
8
5
6
年

）
と

な
っ

て
い

る
が

，
写

本
の

た
め

正
確

な
出

版
年

は
不

明
．

磯
部

（
2
0
0
2
）
は

1
8
4
8
年

の
出

版
と

し
て

い
る

．
「
尾

呂
志

組
坂

本
」
は

現
在

の
三

重
県

南
牟

婁
郡

御
浜

町
．

B

1
0

岡
　

安
定

品
物

名
彙

安
政

6
年

1
8
5
9

ホ
タ

ル
イ

シ
　

舶
来

紫
石

英
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
3
6
8
8
7
/
1
/
2
0

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

B

1
1

ガ
ラ

ジ
ン

（
G

ir
al

d
in

, 
J
. 
P

. 
L
., 

著
）
・
桂

川
甫

策
・
石

橋
八

郎
（
譯

註
）

化
學

入
門

　
後

編
第

二
巻

慶
応

3
年

～
明

治
6
年

1
8
6
7
～

1
8
7
3

弗
耳

乙
斯

巴
多

［
フ

ル
ー

イ
ス

パ
ー

］
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
6
8
4
/
1
/
3
8

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

こ
の

「
化

學
入

門
」
シ

リ
ー

ズ
の

最
初

と
思

わ
れ

る
「
初

編
」

（
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
6
8
3
/
1
/
1
）
の

表
紙

に
は

，
「
慶

応
三

年
」
に

出
版

さ
れ

た
こ

と
が

書
か

れ
て

い
る

，

A

（
年

代
不

詳
）

（
年

代
不

詳
）

所
収

：
 中

川
 （

1
9
3
6
）
．

出
版

年
は

木
内

〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
に

よ
る

．
木

内
石

亭
8
0
歳

前
後

の
著

作
物

（
益

富
，

1
9
8
9
）
．

A

3
木

内
石

亭
諸

国
産

石
誌

（
全

2
巻

）
(年

代
不

詳
)

1
8
0
5
年

出
版

の
「
雲

根
志

」
巻

末
広

告
に

〈
諸

国
産

石
誌

〉
が

「
近

刻
」
と

い
う

広
告

が
あ

る
（
益

富
，

1
9
8
9
）
．

本
書

の
冒

頭
（
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
8
8
/
5
）
に

「
石

筌
」

の
表

題
有

り
．

〈
奇

石
産

誌
〉
の

別
名

か
（
後

閑
，

1
9
7
9
）
．

A

2
木

内
石

亭
奇

石
産

誌
寛

政
6
年

以
前

1
7
9
4
年

以
前

蛍
砂

［
ほ

た
る

す
な

］
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
6
3
6
6
9
/
4
1

雲
根

志
 前

編
：
 安

永
2
年

（
1
7
7
3
年

）
．

雲
根

志
 後

編
：
 安

永
8
年

（
1
7
7
9
年

）
．

雲
根

志
 三

編
：
 享

和
元

年
（
1
8
0
1
年

）
．

出
版

年
は

木
内

〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
に

よ
る

．

現
代

語
訳

1
：
 木

内
〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
．

現
代

語
訳

2
：
 木

内
〔
横

江
訳

〕
（
2
0
1
0
）
．

A
1

木
内

石
亭

雲
根

志
 後

編
　

巻
之

二
 

生
動

類
安

永
8
年

1
7
7
9
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蛍石の「履歴書」-2

4
7

津
田

　
仙

・
柳

澤
信

大
・
大

井
鎌

吉
（
訳

）
・
中

村
敬

宇
（
校

正
）

英
華

和
譯

字
典

 乾
明

治
1
2
年

1
8
7
9

明
治

9
年

9
月

fl
u
o
r 

sp
ar

　
石

名
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
9
9
4
9
9
3
/
1
/
6
7
3

恐
ら

く
，

L
o
b
sc

h
e
id

ほ
か

の
英

華
字

典
（
1
8
6
6
-
1
8
6
9
年

）
を

ベ
ー

ス
に

編
集

さ
れ

て
い

る
．

「
乾

」
は

第
1
巻

の
こ

と
を

意
味

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
．

4
8

吉
井

　
亨

坑
業

要
説

　
初

篇
（
砿

学
）

明
治

1
3
年

7
月

1
8
8
0

明
治

1
3
年

2
月

鎔
石

［
フ

リ
ウ

ヲ
ル

］
　

又
　

鎔
碤

（
長

石
）
［
フ

リ
ウ

ヲ
ル

，
ス

パ
ル

］

其
火

燐
光

ハ
綠

、
紫

、
藍

、
紅

、
黄

此
類

ニ
シ

テ
綠

燐
光

ヰ
ヲ

生
ズ

ル
モ

ノ
ヲ

綠
燿

石
［
フ

ロ
ー

フ
ァ

ン
］
（
螢

石
）
ト

名
ヅ

ク
其

餘
西

國
ノ

方
言

ニ
因

テ
名

ヲ
分

テ
ル

モ
ノ

ア
リ

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
4
7
3
1
8
/
1
/
4
7

所
収

：
 日

本
鉱

業
史

料
集

刊
行

委
員

会
（
1
9
8
4
）

融
剤

と
し

て
用

い
る

と
い

う
特

徴
か

ら
「
鎔

」
の

字
を

充
て

て
い

る
．

4
9

内
務

省
博

物
局

博
物

館
陳

列
目

錄
明

治
1
3
年

1
8
8
0

明
治

1
3
年

6
月

ホ
タ

ル
イ

シ
　

螢
石

　
F
lu

o
ri
te

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
9
7
3
9
7
/
1
/
7
5

B

5
0

鎌
井

松
石

三
重

管
内

博
物

誌
 壱

明
治

1
3
年

1
8
8
0

明
治

1
3
年

8
月

螢
石

　
方

俗
 ホ

タ
ル

ズ
ナ

此
石

ヲ
碎

キ
火

中
ニ

投
ス

レ
バ

青
火

ヲ
發

シ
飛

散
ス

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
9
8
7
6
3
4
/
1
/
5
1

5
1

村
上

瑛
子

鑛
物

字
彙

明
治

1
3
年

1
1
月

1
8
8
0

明
治

1
3
年

1
0
月

紫
石

英
 ホ

タ
ル

イ
シ

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
4
6
/
1
/
1
0

別
途

独
立

に
「
紫

石
英

　
ム

ラ
サ

キ
ス

イ
セ

ウ
」
，

「
紫

石
英

　
シ

ス
イ

セ
ウ

，
ム

ラ
サ

キ
ス

イ
シ

ヤ
ウ

」
な

ど
の

項
目

も
あ

り
．

A

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
2
7
5
/
1
/
4
4
9

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
2
7
5
/
1
/
4
5
5

5
3

矢
田

堀
　

鴻
英

華
學

藝
辭

書
明

治
1
4
年

7
月

1
8
8
1

F
lu

o
r 

sp
ar

 紫
石

英
（
五

色
石

英
）

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
6
9
1
9
6
/
1
/
5
1

1
8
8
4
年

版
で

も
同

じ
表

記
．

A

試
ニ

一
片

ノ
螢

石
［
ホ

タ
ル

イ
シ

］
ヲ

取
リ

之
ヲ

熱
シ

テ
暗

處
ニ

置
ケ

ハ
靑

白
光

ノ
發

ス
ル

ヲ
見

ル
ヘ

シ
 是

即
チ

燐
光

ナ
リ

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
4
7
/
1
/
1
4

之
ヲ

熱
ス

レ
ハ

燐
光

ヲ
發

シ
亦

頗
ル

美
觀

ナ
リ

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
4
7
/
1
/
3
3

5
5

龜
川

明
和

小
學

博
物

小
解

　
金

石
之

部
明

治
1
4
年

1
0
月

1
8
8
1

弗
律

阿
林

［
フ

ル
ウ

ヲ
リ

ヌ
］

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
1
6
6
/
1
/
1
5

弗
律

阿
は

フ
ッ

素
，

加
爾

叟
母

は
カ

ル
シ

ウ
ム

の
こ

と
．

A

5
6

教
育

博
物

館
教

育
博

物
館

案
内

明
治

1
4
年

1
0
月

1
8
8
1

■
灰

石
，

螢
石

（
註

：
■

は
「
行

が
ま

え
」
に

「
黄

」
）

此
礦

の
碎

片
を

火
中

に
投

す
れ

は
美

麗
な

る
光

輝
を

發
し

恰
も

螢
光

の
如

し
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
9
7
3
7
8
/
1
/
4
5

項
目

名
と

し
て

は
「
■

灰
石

」
の

方
を

挙
げ

て
い

る
．

5
7

三
宅

少
太

郎
能

登
地

誌
略

 改
訂

明
治

1
5
年

3
月

1
8
8
2

螢
石

螢
石

ハ
，

化
學

ニ
所

謂
弗

律
阿

●
石

灰
ニ

シ
テ

…
…

（
註

：
●

は
「
に

ん
べ

ん
」
に

「
留

」
）

其
火

中
ニ

投
ス

レ
ハ

黄
靑

色
ノ

燐
光

ヲ
發

シ
テ

、
螢

火
ノ

如
ク

ナ
ル

ヨ
リ

螢
石

ノ
名

ア
ル

ナ
リ

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
7
6
4
7
2
0
/
1
/
1
3

こ
の

改
訂

版
の

前
書

と
思

わ
れ

る
〈
能

登
地

誌
略

〉
（
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
7
6
4
7
1
9
/
1
/
1
）
，

〈
能

登
地

誌
略

讀
法

〉
（
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
7
6
4
7
2
3
/
1
/
1
）
に

は
，

宝
達

山
の

産
物

と
し

て
記

述
さ

れ
て

い
る

．

5
8

榧
木

寛
則

金
石

初
歩

明
治

1
5
年

7
月

1
8
8
2

弗
律

阿
林

［
フ

ル
ウ

ヲ
ー

ヌ
］
 又

五
色

石
英

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
0
0
3
/
1
/
1
9

A

5
9

柴
田

昌
吉

・
子

安
　

峻
英

和
字

彙
 増

補
訂

正
　

第
二

版
明

治
1
5
年

8
月

1
8
8
2

明
治

1
5
年

8
月

F
lu

o
r-

sp
ar

 五
色

石
英

，
螢

石
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
7
0
0
5
7
/
1
/
2
0
1

6
0

志
賀

雷
山

土
壌

編
 第

一
冊

明
治

1
5
年

1
8
8
2

明
治

1
5
年

9
月

螢
石

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
8
9
8
6
/
1
/
1
6

「
花

崗
岩

ハ
三

種
ノ

礦
物

即
水

晶
・
螢

石
…

…
及

ビ
雲

母
ヨ

リ
生

成
シ

…
…

」
と

書
い

て
あ

る
こ

と
か

ら
，

長
石

と
蛍

石
を

混
同

し
て

い
る

も
の

と
思

わ
れ

る
．

6
1

飯
盛

挺
造

物
理

學
 中

篇
（
第

四
版

）
明

治
1
5
年

1
1
月

1
8
8
2

螢
石

［
フ

ル
オ

ー
ル

ス
パ

ー
ト

］
螢

石
光

［
フ

ル
オ

レ
ス

セ
ン

ツ
］

或
ル

一
定

種
ノ

螢
石

［
フ

ル
オ

ー
ル

ス
パ

ー
ト

］
ハ

紫
靑

色
ヲ

現
ハ

ス
ベ

シ
 

螢
石

ナ
ル

名
稱

ハ
蓋

シ
此

螢
石

ヨ
リ

之
レ

ヲ
取

レ
リ

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
1
0
8
3
9
6
8
/
1
/
1
4
2

第
一

版
は

明
治

1
3
年

発
行

．
A

6
2

山
﨑

忠
興

小
學

中
等

科
博

物
學

　
鑛

物
論

明
治

1
6
年

1
月

1
8
8
3

明
治

1
5
年

1
2
月

螢
石

此
鑛

ヲ
火

中
ニ

投
ス

レ
バ

燐
火

ヲ
發

ス
ル

ヲ
以

テ
螢

石
ノ

名
ア

リ
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
1
5
3
/
1
/
4
0

A

6
3

岩
佐

　
巌

試
金

要
略

明
治

1
6
年

2
月

1
8
8
3

明
治

1
5
年

1
月

弗
灰

石
即

螢
石

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
4
7
3
6
3
/
1
/
2
5

6
4

大
坪

源
造

金
石

一
覧

圖
解

　
上

明
治

1
6
年

3
月

1
8
8
3

明
治

1
5
年

1
1
月

螢
石

［
ホ

タ
ル

イ
シ

］
［
フ

ロ
ー

ス
パ

ー
］

之
ヲ

熱
ス

レ
ハ

則
チ

燐
光

ヲ
發

シ
頗

ル
美

觀
ナ

リ
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
9
8
6
/
1
/
3
9

ペ
ー

ジ
番

号
無

し
．

A

6
5

鳥
居

正
敏

普
通

小
學

博
物

書
．

金
石

之
部

明
治

1
6
年

5
月

1
8
8
3

螢
石

火
ニ

焼
ケ

ハ
，

小
片

飛
散

シ
，

流
螢

ノ
如

シ
．

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
3
3
6
/
1
/
1
1

A

6
6

原
島

準
次

郎
博

物
訓

蒙
．

巻
之

三
　

金
石

明
治

1
6
年

8
月

1
8
8
3

螢
石

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
2
2
8
9
/
1
/
1
1

A

6
7

羅
布

存
徳

（
L
o
b
sc

h
e
id

, 
W

., 
著

）
・
井

上
哲

次
郎

（
訂

増
）

増
訂

　
英

華
字

典
1
8
8
3

明
治

1
6
年

8
月

fl
u
o
r 

sp
ar

　
石

名
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
9
9
4
6
1
4
/
1
/
2
6
4

中
国

で
の

出
版

は
，

1
8
6
6
-
1
8
6
9
年

の
間

（
陳

・
倉

島
，

 2
0
0
6
）
．

6
8

富
士

谷
孝

雄
（
著

）
・
原

田
豊

吉
（
閲

）
地

学
要

略
　

巻
之

一
明

治
1
6
年

1
1
月

1
8
8
3

明
治

1
6
年

1
0
月

螢
石

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
2
8
5
/
1
/
1
3

和
田

維
四

郎
氏

の
巻

頭
言

有
り

（
明

治
1
6
年

1
0
月

）
．

A

6
9

ネ
ッ

ト
ー

（
N

e
tt

o
, 
C

., 
著

）
・

河
野

鯱
雄

・
渡

辺
渡

（
訳

）
涅

氏
冶

金
學

 上
冊

明
治

1
7
年

6
月

1
8
8
4

明
治

1
7
年

5
月

螢
石

卽
チ

弗
化

石
灰

（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
4
7
4
6
8
/
1
/
8
2

融
剤

と
し

て
の

利
用

に
関

す
る

記
述

．

7
0

大
槻

如
電

（
修

二
）

金
石

學
教

授
法

明
治

1
7
年

7
月

1
8
8
4

明
治

1
7
年

2
月

螢
石

［
ケ

イ
セ

キ
］
　

リ
パ

リ
ー

ト

此
石

ヲ
碎

キ
テ

火
中

ニ
投

ズ
レ

バ
燐

光
ヲ

發
ス

ル
ヿ

恰
モ

螢
火

［
ケ

イ
ク

ワ
］
［
ホ

タ
ル

］
ノ

如
シ

故
ニ

螢
石

［
ホ

タ
ル

イ
シ

］
或

ハ
螢

砂
［
ホ

タ
ル

ス
ナ

］
等

ノ
稱

ア
リ

（
註

：
「
ヿ

」
は

合
字

で
，

「
こ

と
」
と

読
む

）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
9
9
3
/
1
/
1
7

紫
石

英
と

の
関

係
の

記
述

有
り

：
「
此

ノ
石

ハ
現

今
藥

舗
ニ

於
テ

紫
石

英
ト

呼
ビ

做
セ

リ
 蓋

シ
訛

稱
ナ

レ
ド

モ
用

ヰ
行

フ
ヿ

既
ニ

久
シ

」
音

読
み

［
ケ

イ
セ

キ
］
，

訓
読

み
［
ホ

タ
ル

イ
シ

］
の

両
方

を
併

記
．

B

7
1

小
藤

文
次

郎
金

石
學

 一
名

鑛
物

學
明

治
1
7
年

8
月

1
8
8
4

明
治

1
7
年

7
月

螢
石

 F
lu

o
rs

p
ar

 F
lu

o
ri
t

鑛
物

中
螢

石
［
フ

ル
ヲ

ラ
イ

ト
］
ナ

ル
モ

ノ
ア

リ
，

熱
ニ

遇
エ

ハ
忽

ニ
光

ヲ
發

射
ス

，
之

ヲ
碎

テ
粉

屑
ト

爲
シ

，
熱

鉄
上

ニ
投

ズ
レ

バ
其

光
，

鮮
明

ナ
リ

，
其

色
或

ハ
翠

綠
或

ハ
紫

或
ハ

玫
瑰

或
橙

色
ナ

リ
，

故
ニ

此
鑛

ニ
螢

石
ノ

名
ア

リ

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
1
9
8
9
/
1
/
2
5

A

本
書

の
冒

頭
で

，
N

ic
o
lの

"
E
le

m
e
n
ts

 o
f 

M
in

e
ra

lo
gy

"
を

基
と

し
て

，
D

an
aほ

か
の

著
作

を
参

考
に

編
集

し
た

こ
と

を
述

べ
て

い
る

が
，

そ
れ

ら
の

書
誌

情
報

（
版

，
出

版
年

等
）
は

不
明

．
A

（
記

述
な

し
）

雷
侠

児
は

C
h
ar

le
s 

L
ye

ll,
 瑪

高
温

は
D

an
ie

l 
J
e
ro

m
e
 

M
ac

go
w

an
の

こ
と

．
原

著
は

，
上

海
で

1
8
7
3
年

に
出

版
さ

れ
た

も
の

で
，

こ
れ

に
訓

点
を

付
け

た
も

の
が

，
明

治
1
4
年

に
日

本
で

発
売

さ
れ

た
（
土

井
，

1
9
7
8
）
．

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
に

載
っ

て
い

る
の

は
，

こ
の

訓
点

付
き

の
も

の
で

あ
る

．

明
治

1
4
年

8
月

螢
石

［
ホ

タ
ル

イ
シ

］
［
フ

ロ
オ

ル
ス

パ
ー

ル
］
 弗

素
 及

ヒ
 

カ
ル

シ
ュ

ム

5
2

雷
侠

児
（
L
ye

ll,
 C

., 
著

）
・
瑪

高
温

（
口

訳
）
・
華

蘅
芳

 
（
筆

）
・
乙

骨
太

郎
乙

・
保

田
久

成
（
点

）

地
學

淺
釋

明
治

1
4
年

2
月

1
8
8
1

夫
羅

而
斯

罷
［
フ

リ
ユ

ー
ヲ

ル
ス

パ
ア

］

5
4

松
本

栄
三

郎
礦

物
小

學
明

治
1
4
年

9
月

1
8
8
1

第
1
表

　
「
蛍

石
」
の

記
載

：
木

内
石

亭
か

ら
小

藤
文

次
郎

ま
で

（
1
7
7
9
年

～
1
8
8
4
年

）

通
番

著
者

・
編

者
・
訳

者
書

名
・
文

献
題

名
出

版
時

期
同

左
（
西

暦
年

）
執

筆
時

期
蛍

石
の

表
記

燐
光

（
及

び
蛍

光
）
に

関
す

る
記

述
内

容
国

立
国

会
図

書
館

デ
ジ

タ
ル

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

(U
R

L
)

備
考

既
報

（
現

代
語

訳
1
）

伊
勢

国
治

田
山

に
蛍

砂
と

い
う

も
の

あ
り

．
色

薄
白

く
常

体
の

雑
砂

に
て

，
大

な
る

は
豆

粒
の

ご
と

く
，

小
な

る
は

胡
麻

の
ご

と
し

．
一

見
す

れ
ば

更
に

怪
異

な
る

も
の

に
あ

ら
ず

．
或

い
は

口
中

に
入

れ
試

む
る

に
，

味
も

な
く
香

気
も

な
し

．
但

火
中

に
投

ぐ
れ

ば
青

く
燃

え
て

飛
揚

す
．

そ
の

さ
ま

蛍
の

飛
ぶ

に
異

な
る

事
な

し
．

予
一

合
許

り
を

得
た

り
．

は
な

は
だ

奇
品

な
り

．
里

俗
蛍

砂
と

い
う

．

（
現

代
語

訳
2
）

伊
勢

国
治

田
山

［
は

っ
た

さ
ん

］
（
三

重
県

員
弁

郡
北

勢
町

治
田

）
に

「
蛍

砂
」
と

呼
ば

れ
る

も
の

が
あ

り
ま

す
．

う
す

白
い

色
で

豆
粒

ほ
ど

の
大

き
な

も
の

も
あ

れ
ば

，
ゴ

マ
位

の
小

さ
な

も
の

も
あ

り
，

一
見

し
た

だ
け

で
は

何
の

変
哲

も
な

い
砂

で
す

．
試

し
に

口
の

中
へ

入
れ

て
噛

ん
で

み
て

も
味

も
香

り
も

あ
り

ま
せ

ん
．

と
こ

ろ
が

火
の

中
へ

投
げ

入
れ

て
み

ま
す

と
青

く
燃

え
て

飛
び

散
り

ま
す

．
そ

の
様

子
は

ま
る

で
蛍

が
飛

び
交

う
か

の
如

き
風

景
で

も
あ

り
ま

す
．

私
も

一
合

ば
か

り
を

所
蔵

し
て

い
ま

す
．

ま
こ

と
に

自
慢

し
て

も
恥

ず
か

し
く
な

い
奇

妙
な

砂
と

言
っ

て
も

大
げ

さ
で

は
あ

り
ま

せ
ん

．
そ

の
地

方
の

呼
び

名
は

「
蛍

砂
」
と

言
う

こ
と

で
す

．

螢
砂

伊
勢

　
金

銀
銅

鑛
 治

田
山

ニ
ア

リ
　

螢
砂

 同
上

 火
中

ニ
投

ズ
レ

バ
螢

ノ
如

ク
飛

散

螢
石

備
中

　
螢

石
 窪

屋
郡

ミ
子

岩
之

淵
水

中
ニ

在
里

人
青

紫
石

云
形

紫
石

英
也

火
ニ

投
ス

レ
ハ

青
ク

モ
ユ

ル

螢
石

巻
一

　
伊

勢
国

 
　

螢
石

　
員

辨
郡

石
榑

［
い

し
ぐ

れ
］
南

村
の

山
に

あ
り

　
螢

砂
　

治
田

山
に

あ
り

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
8
8
/
1
9

螢
石

巻
一

　
陸

奥
国

 
　

螢
石

　
蝦

夷
内

浦
獄

に
あ

り
，

火
に

投
す

れ
バ

▲
く
飛

ぶ
，

伝
る

（
註

：
▲

は
読

み
取

れ
な

か
っ

た
文

字
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
8
8
/
6
3

螢
砂

（
？

）
巻

二
　

備
前

 
　

螢
砂

（
？

）
　

た
（
o
r 

友
？

）
賀

村
に

あ
り

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
5
3
/
3
3

螢
石

巻
二

　
備

中
 

　
螢

石
　

窪
屋

郡
三

子
岩

に
あ

リ
　

酒
津

［
さ

い
つ

］
村

，
又

黒
田

村
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
5
3
/
3
5

4
木

内
石

亭
諸

州
石

品
産

所
記

蛍
砂

伊
勢

 
　

蛍
砂

　
治

田
［
ハ

ツ
タ

］
山

 火
ニ

投
レ

ハ
蛍

火
ノ

如
ク

飛
散

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
3
7
0
4
9
/
1
0

〈
奇

石
産

誌
〉
の

別
名

か
（
後

閑
，

1
9
7
9
）
．

A

5
木

内
石

亭
石

筌
螢

砂
伊

勢
 

　
螢

砂
　

治
田

山
ニ

ア
リ

常
體

ノ
白

砂
ナ

リ
．

火
ニ

投
ス

レ
ハ

螢
火

ノ
如

ク
飛

フ
火

ノ
色

青
シ

．

所
収

：
 中

川
（
1
9
3
6
）
．

出
版

年
は

木
内

〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
に

よ
る

．
木

内
石

亭
8
0
歳

前
後

の
著

作
物

（
益

富
，

1
9
8
9
）
．

A

6
岡

林
清

達
・
水

谷
豊

文
物

品
識

名
文

化
6
年

1
8
0
9

「
紫

石
英

」
の

項
目

が
あ

る
の

み
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
5
7
5
3
5
/
1
/
8
8

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

A

7
水

谷
豊

文
物

品
識

名
拾

遺
文

政
8
年

1
8
2
5

ホ
タ

ル
イ

シ
ク

ダ
キ

火
ニ

投
ズ

レ
バ

光
リ

テ
飛

フ
モ

ノ
ナ

リ
 勢

州
石

槫
 備

中
黒

田
産

又
漢

産
紫

石
英

モ
火

ニ
投

ス
レ

ハ
光

リ
飛

フ
モ

ノ
ナ

リ
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
3
6
6
7
6
/
1
/
1
9

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

A

8
宇

田
川

榕
庵

舎
密

開
宗

　
三

 巻
八

天
保

8
年

～
弘

化
4
年

1
8
3
7
～

1
8
4
7

弗
耳

乙
酸

加
爾

基
［
フ

リ
ュ

ア
ス

，
カ

ル
キ

ス
　

フ
ル

ー
イ

シ
ュ

ー
レ

，
カ

ル
キ

］

漢
渡

ノ
紫

石
英

　
邦

産
ノ

螢
石

，
螢

砂
，

此
二

属
ス

徳
爾

別
悉

捏
［
ル

ベ
ー

シ
チ

］
及

他
地

ニ
産

ス
 弗

耳
乙

▼
把

多
［
フ

ル
ー

イ
ス

パ
ー

ト
］
ト

名
ク

（
註

：
こ

の
部

分
だ

け
，

▼
に

「
蘇

」
の

「
魚

」
と

「
禾

」
が

左
右

入
れ

替
わ

っ
た

字
を

当
て

て
い

る
）

◆
ケ

ハ
燐

光
ヲ

發
ス

（
註

：
◆

は
「
煅

」
に

似
て

い
る

が
「
火

へ
ん

」
に

「
暇

」
の

旁
部

か
ら

な
る

字
を

当
て

て
い

る
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
5
6
2
5
7
/
1
/
3
3

貴
石

（
宝

石
）
の

名
を

借
り

て
呼

ぶ
場

合
も

あ
っ

た
と

の
こ

と
．

例
：
 

亞
墨

知
斯

多
［
ア

メ
ジ

ス
ト

］
．

出
版

年
号

は
国

立
国

会
図

書
館

デ
ジ

タ
ル

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

の
書

誌
情

報
に

よ
る

．

A

9
畔

田
翠

山
（
畔

田
伴

存
）

熊
野

物
産

初
志

 五
巻

安
政

3
年

以
前

1
8
5
6
年

以
前

螢
砂

尾
呂

志
組

坂
本

山
中

ニ
生

ス
…

…
勢

州
産

ノ
螢

砂
ノ

如
シ

…
…

火
ニ

投
ス

レ
ハ

青
光

ア
リ

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
9
6
0
3
2
/
1
/
5
9

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

は
安

政
3

年
（
1
8
5
6
年

）
と

な
っ

て
い

る
が

，
写

本
の

た
め

正
確

な
出

版
年

は
不

明
．

磯
部

（
2
0
0
2
）
は

1
8
4
8
年

の
出

版
と

し
て

い
る

．
「
尾

呂
志

組
坂

本
」
は

現
在

の
三

重
県

南
牟

婁
郡

御
浜

町
．

B

1
0

岡
　

安
定

品
物

名
彙

安
政

6
年

1
8
5
9

ホ
タ

ル
イ

シ
　

舶
来

紫
石

英
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
2
5
3
6
8
8
7
/
1
/
2
0

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

B

1
1

ガ
ラ

ジ
ン

（
G

ir
al

d
in

, 
J
. 
P

. 
L
., 

著
）
・
桂

川
甫

策
・
石

橋
八

郎
（
譯

註
）

化
學

入
門

　
後

編
第

二
巻

慶
応

3
年

～
明

治
6
年

1
8
6
7
～

1
8
7
3

弗
耳

乙
斯

巴
多

［
フ

ル
ー

イ
ス

パ
ー

］
（
記

述
な

し
）

h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
6
8
4
/
1
/
3
8

著
者

，
出

版
年

代
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

書
誌

情
報

に
よ

る
．

こ
の

「
化

學
入

門
」
シ

リ
ー

ズ
の

最
初

と
思

わ
れ

る
「
初

編
」

（
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
p
id

/
8
3
0
6
8
3
/
1
/
1
）
の

表
紙

に
は

，
「
慶

応
三

年
」
に

出
版

さ
れ

た
こ

と
が

書
か

れ
て

い
る

，

A

（
年

代
不

詳
）

（
年

代
不

詳
）

所
収

：
 中

川
 （

1
9
3
6
）
．

出
版

年
は

木
内

〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
に

よ
る

．
木

内
石

亭
8
0
歳

前
後

の
著

作
物

（
益

富
，

1
9
8
9
）
．

A

3
木

内
石

亭
諸

国
産

石
誌

（
全

2
巻

）
(年

代
不

詳
)

1
8
0
5
年

出
版

の
「
雲

根
志

」
巻

末
広

告
に

〈
諸

国
産

石
誌

〉
が

「
近

刻
」
と

い
う

広
告

が
あ

る
（
益

富
，

1
9
8
9
）
．

本
書

の
冒

頭
（
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
7
5
4
8
8
/
5
）
に

「
石

筌
」

の
表

題
有

り
．

〈
奇

石
産

誌
〉
の

別
名

か
（
後

閑
，

1
9
7
9
）
．

A

2
木

内
石

亭
奇

石
産

誌
寛

政
6
年

以
前

1
7
9
4
年

以
前

蛍
砂

［
ほ

た
る

す
な

］
h
tt

p
s:

/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
6
3
6
6
9
/
4
1

雲
根

志
 前

編
：
 安

永
2
年

（
1
7
7
3
年

）
．

雲
根

志
 後

編
：
 安

永
8
年

（
1
7
7
9
年

）
．

雲
根

志
 三

編
：
 享

和
元

年
（
1
8
0
1
年

）
．

出
版

年
は

木
内

〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
に

よ
る

．

現
代

語
訳

1
：
 木

内
〔
今

井
訳

〕
（
1
9
6
9
）
．

現
代

語
訳

2
：
 木

内
〔
横

江
訳

〕
（
2
0
1
0
）
．

A
1

木
内

石
亭

雲
根

志
 後

編
　

巻
之

二
 

生
動

類
安

永
8
年

1
7
7
9
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佐脇貴幸

すが，こちらでは「衡」の字を使っています．このような違

いが生まれたのは，宮里氏が，造字されていることに気が

付かなかったためだと思われます．ただし，そもそもなぜ

こういう造字が必要だったのか，また音訳だったのか意訳

だったのかは，今のところ全く分かりません．

また，通番 13 の堀・堀越（1869）で“Fluor”に「石ノ名」

というやや不思議な訳を付けたのは，〈英華字典〉の行替え

の部分を見落として読み違えたことによるものであり，通

番 14 の高橋ほか（1869）はその間違いに気付かずにそれを

そのまま引用したのだと思われます．さらに言えば，この

ことは，当時の中国には，夜明珠と名付けられた光る石のこ

とは知られていた（欒
Luan

，1989，p. 15，p. 76）ものの，それ

が“Fluor spar”に対応することまではわかっておらず，ま

た「蛍石」という言葉もまだなかったことを意味しており，

「蛍石」が日本生まれの鉱物名であったことを改めて示唆し

ています．

なお，本題からは外れますが，第 1 表の文献を見てい

く中で改めて気が付いたのは，明治 10 年の内国勧業博覧

会が，国としていかに重要視されていたか，ということで

す．例えば通番 35，46 のような物品解説や，通番 38 の

ような報告書にもそれが表れており，これらの資料を簡単

に見ただけでも，蛍石に限らず各地の様々な物品が一堂に

集められ，殖産興業のための物品調査と産業奨励の場とし

て，この博覧会がいかに重要視されていたかがはっきりと

窺えました．このことは，例えば国立国会図書館のウェブ

サイトにある博覧会の解説ページ（https://www.ndl.go.jp/

exposition/s1/naikoku1.html；2024 年 1 月 17 日確認）や

そのリンク先のページを読むとよく理解できます．

３．古代の蛍石

プリニウスの〈博物誌〉では，蛍石が，極めて高額な鉢や

酒盃等の容器として珍重されていることがかなり詳しく記

されています（例えば第 37 巻第 18 ～ 22 節）．ただし，融

剤としての利用は書かれていません．佐脇ほか（2021）で

は，この蛍石のラテン語表記（原語）がわからないと書き

ましたが，プリニウス［中野ほか訳］（1986）の索引に示さ

れているのを見落としていました．この索引では，原語を

“murrina”としていますが，正確には“murra”とすべきの

ようです．

Sicree（2008）によれば，現存しているローマ時代の蛍

石の容器（vasa murrina）は大英博物館にある 2 点だけの

ようで，それぞれ Barber Cup，Crawford Cup と呼ばれ

ています．詳細は，大英博物館のウェブサイト（https://

www.britishmuseum.org/collection/object/G_2003-1202-

1；https://www.britishmuseum.org/collection/object/

G_1971-0419-1；2024 年 1 月 24 日 確 認 ）を ご 覧 く だ

さい．現在の英語では“murra”は“murrha”とつづられ，

“murrhine glass”で，色ガラスで表現された花やリボンな

どの飾りが入っている容器のことを指すようです．さすが

に本当の蛍石を使った容器は非常にもろく，なかなか家庭

内で普通に使うことは難しいでしょうから，ガラス製品に

置き換わっているのは妥当と言えそうです．

また，Tressaud（2019）によれば，蛍石の美しさは古代の

人々も魅了したようで，彫刻，装飾品などに使われるとと

もに，顔料や薬（鎮痛剤など）としても使われてきたことを

述べています．薬として使ったという点では，本草学にお

いて，「紫石英（蛍石）」に咳止めの効能がある（菊地，2014）

と言われていたのと，よく似ています．あの蛍石の美しさ

には，そういう効能を感じさせるような，不思議な魅力が

あったのでしょうね．

４．おわりに

今回の追加文献調査で，佐脇ほか（2021）で，蛍石にまつ

わり不明だったことがほぼ解決できました．同じように，

ほかの鉱物あるいは岩石でも，その名の由来や古今東西で

の社会的な位置付けなどについて調べてみると，また面白

いことがわかるかもしれません．

例えば，鉱物と言えばこれ，とも言える石英（水晶）に

関しては関心が高く，よく調査が進んでいるようです（例

えば，堀，2010；吉野，2018）．岩石名についての研究

がどのくらいされているかは，歌代ほか（1978）以外定か

ではありませんが，例えば地球上で最も代表的な岩石であ

る「玄武岩（basalt）」であれば，堀・堀越（1869），高橋ほ

か（1869）では「Basalt：石ノ名（未詳）」，荒井（1872），宮

里（1874）では「Basalt： 柱
ハシライシ，タルキイシ

石 」，柴田（1876，p. 8）及

び關藤（1877，p. 12）では「鎔
バ ソ ル ト

化石」及び「鎔
バ サ ル ト

化石」，柴田

（1876，p. 39）では「熔
バ ル リ ト

化石（ルビの付け間違い？）」など，

また同じく「片麻岩（gneiss）」については，荒井（1872），宮

里（1874）では「Gneiss：片
サ ン バ イ シ

麻石」，錦織（1876，p. 44）では

「鎔
ナ イ ス

化石」，柴田（1876， p. 37）では「片
子（ ネ ）ー ス

麻石」，關藤（1877，

p. 13）では「紋
ナ イ ス

石」などの表記があります．いずれも，小藤

（1884）で現在の名前に整理されていますが，興味を持た

れた方は，これらを含めていろいろな鉱物や岩石の表記の

変遷を辿ってみてください．

最後に，また本題とは離れますが，明治時代の書籍の奥

付には，今とは違った趣があります．奥付の歴史に関して
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は，例えば千代田区立図書館の解説（https://www.library.

chiyoda.tokyo.jp/uploads/findbook/collection/naimusho/

kikakutenji/naimushou_archive1.pdf；2024 年 1 月 26 日確

認）が詳しいですが，明治 8 年と明治 20 年の出版条例の改

正，及び明治 26 年の出版法の公布等により，書誌情報が明

確にされるようになったとのことです．それに加えて，例

えば杉邨（1876，https://dl.ndl.go.jp/pid/831994/1/186；

2024 年 1 月 25 日確認）や松本（1881，https://dl.ndl.go.jp/

pid/832047/1/41；2024 年 1 月 25 日確認）の奥付には，

著者，発行人に「士族」，「平民」といった身分（肩書）が付

記されています．これはおそらく，明治 8 年の太政官布告

第 44 号（https://dl.ndl.go.jp/pid/787955/1/96；2024 年

1 月 26 日確認）の「署名には肩書として『士族』，『平民』を

明記せよ」という指示に従ったものと思われます．この肩

書の記載をいつまで行っていたか，その終わりの時期まで

は追跡できていませんが，佐脇ほか（2021）に挙げた文献

をいくつか見てみたところ，どうも明治 20 年代には廃れ

たような感じがあります．このあたりのことも，また古い

文献を見る上での楽しみになるかもしれません．　
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